
参加費

無料

トヨタ生産方式（ＴＰＳ）
カイゼンセミナー

会場

定員

第1部

第2部

参加費
無料

（地独）北海道立総合研究機構では、道内ものづくり企業等を対象に、トヨタ生産方式（ＴＰＳ）
カイゼン活動について学ぶセミナーを開催します。トヨタ生産方式は「製造現場」の問題点を見える化
して、徹底的な「ムダ」の排除と「品質」の作りこみを行うための手法です。
カイゼン活動が「停滞気味」もしくは「これから取り組もう」と考えられている企業の皆様に向けて、

演習等を交えた実践形式で本手法をご紹介し、皆様の課題解決につながることを目指しております。
たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。

1
日
目

令和２年
１２月１０日 (木) １３：１５～１６：４５

内容：「多品種少量生産のジャストインタイム」（座学）
・TOYOTA生産方式の源流（多品種少量生産、ジャストインタイム（JIT））とは
・現場の見える化（整流化、２S、３定、ゴミ０）について
・目で見る管理手法（アンドン）について
・一個流し演習とは

◆会 場：(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場 １階研修室
（札幌市北区北１９条西１１丁目）

◆定 員： 15名程度（1社につき3-4名程度まで）
※応募多数の場合、調整させて頂く可能性がございます。

◆備 考：基本的に全2日間の参加が可能な方を対象としています。

講 師

2
日
目

令和２年
１２月１１日 (金) ９：００～１２：００

内容：「一個流し演習」（演習）
・一個造りとロット造りのシミュレーション

（ 略 歴 ）
トヨタ生産方式の育ての親である鈴村喜久男氏からトヨタ生産方式を学び、
ＮＰＳ研究会トレーナー、ＭＰＳ(ミサワホームプロフィットシステム)
推進室長として、ミサワホーム社内の現場教育訓練方式を開発。
2002年ミサワホームを退社し、（有）メイプル（現メイプルコンサルタント）
設立。「トヨタ生産方式、現場改善」の専門家として活動。

石坂 明（いしざか あきら） 氏

メイプルコンサルタント 代表

【「新北海道スタイル」安心宣言】 道総研は、感染症対策として以下のことに取り組んでいます。

○座席間隔確保（収容率５０％以内、室内の換気） ○手洗い、手指消毒、マスク等着用
○発熱時等入場制限（当日の検温の実施） ○研修机・椅子等の備品の消毒 等

来場の皆様にも、ご協力をお願いしております。

カイゼン活動が「停滞気味」・「これから始める」皆様へ

講演テキスト
無料配布

※道具を使った実践形式の
シミュレーションを行います。



FAXまたはメールでお申し込みください。 申込締切日：１１/２４(火)

トヨタ生産方式（TPS）・カイゼンセミナー
参加申込書

◆FAXでお申し込みの場合…下記に記載の上、このままFAXしてください。
【FAX番号：011-726-4057】

◆メールでお申し込みの場合…企業名・住所・電話・FAX・E-mail・参加者の所属・職・氏名を記載の
上、送信してください。
【E-mailアドレス：kaihatsu@hro.or.jp】

■申込み・問い合わせ先■
(地独)北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部ものづくり支援センター（担当：中村）
〒060-0819 札幌市北区北１９条西１１丁目
電話：011-747-2324（直通）／FAX：011-726-4057／E-mail：kaihatsu@hro.or.jp

会場へのアクセス

北海道立総合研究機構 工業試験場（札幌市北区北19条西11丁目）
○地下鉄市営南北線「北18 条駅」より
徒歩約15 分（約1Km）
※エルムトンネルの上を通る「地上遊
歩道（赤い線）」をご利用ください。

○地下鉄市営南北線「北18 条駅」より
車で約5 分
※新川通の「札幌工業高校前信号交差
点」から のみ、お入り頂けます。

※地下鉄北18 条駅側から来られる場合
はエルムトンネルを通る経路（青い
線）をご利用ください。

○「JR札幌駅北口」より車で約 15 分
※新川通の「札幌工業高校前信号交差
点」から のみ、お入り頂けます。

(地独)北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部 ものづくり支援センター 中村 宛

このセミナーは、地域活性化雇用創造プロジェクト事業の一環として北海道から
委託を受けて実施されます。ご参加いただいた企業の皆様には、
セミナー参加後の雇用面での取組や雇用実績などの調査をお願いしております。
※お申込み時にいただいた個人情報については、本研修での運営目的以外では使用いたしません。

企業名
(機関名)

住 所
〒

電 話 FAX

E-mail

参加者

所 属 職 氏 名
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